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令和８年８月 28 日 

地震調査研究推進本部 

地 震 調 査 委 員 会 

有馬－高槻断層帯の長期評価（一部改訂） 

有馬－高槻断層帯は、北摂（ほくせつ）山地と大阪平野・六甲山地の境界部にほ

ぼ東北東－西南西に延びる活断層帯である。平成 13 年には、平成７年度に地質調査

所によって行われた調査研究の成果などに基づいて、この断層帯の諸特性を評価し

た。 

ここでは、平成 13 年以降に行われた調査研究成果を追加して、この断層帯の諸特

性を次のように評価した。※1 

１．断層帯の位置及び形態 

有馬－高槻断層帯は、神戸市北区淡河（おうご）町から京都府乙訓（おとくに）

郡大山崎町に至る、並走あるいは分岐する多くの断層線からなる断層帯であり、長

さ約 55 km の可能性がある。断層帯の東部（宝塚市－高槻市）では２つ以上の断層

が並走して地溝帯を形成していることが多い。有馬温泉付近以西ではいくつかのや

や不明確な活断層に分岐する（図１、図２、表１）。 

本断層帯は、構成する活断層の分布形状や断層運動の繰り返しで形成された地形

の明瞭さの違いなどに基づき、神戸市北区有馬町から京都府乙訓郡大山崎町に至る

長さ約 41 km と推定される有馬－高槻断層帯東部区間と神戸市北区淡河町から神戸

市北区有馬町に至る長さ約 16 km の可能性がある有馬－高槻断層帯西部区間の２つ

の区間に区分される（図２、表１）。いずれも右横ずれが卓越する断層である。 

２．断層帯の過去の活動 

（１）東部区間

有馬－高槻断層帯東部区間は右ずれを主体とする活動度の高い断層帯であり、過

去約３千年間に３回活動していると推定される。それらの活動の間隔は１千－２千

５百年程度であった可能性がある。最新の活動は 1596 年の慶長（文禄）伏見地震で

あったと推定される。その時のずれの量は３－４ｍ程度であった可能性がある（表

１）。 

（２）西部区間

西部区間の最新活動時期・活動間隔はいずれも不明である（表１）。

※1 有馬－高槻断層帯については、平成７年度に地質調査所（現：産業技術総合研究所）によって行わ

れた調査研究の成果などに基づいて長期評価が公開されている（地震調査研究推進本部地震調査委員

会，2001a）。その後に行われた調査及び研究成果により、断層帯を構成する断層の分布形状や活動履

歴、地下構造などに関する新たな知見が得られた。ここでは、震源分布図及び放射性炭素同位体年代

（14C年代）の暦年補正を除いて、2019年までに公表された調査研究成果で得られた知見に基づいて、

有馬－高槻断層帯の評価の一部改訂を行った。なお、今回の評価に際しては、必ずしも 2019年までに

公表されたすべての調査研究成果を網羅しているわけではないことに留意されたい。

付録６－８
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３．断層帯の将来の活動 

有馬－高槻断層帯は東部区間と西部区間が単独で、もしくは両区間が同時に活動

すると推定される（表１）。 

東部区間は、全体が１つの区間として活動した場合、マグニチュード（Ｍ）7.5 程

度の地震が発生し、その際３－４ｍ程度のずれを生じる可能性がある（表１）。今後

30 年以内にこのような地震が発生する長期確率は、表２に示すとおりである(注１、

注２)。 

西部区間は、全体が１つの区間として活動した場合、Ｍ6.8 程度の地震が発生する

可能性があり、その際２ｍ程度のずれを生じる可能性がある（表１）。最新活動時

期・活動間隔が不明のため、今後 30 年以内にこのような地震が発生する長期確率は

算出できない。 

本断層帯において両区間が同時に活動する場合、Ｍ7.7 程度の地震が発生する可能

性がある。この場合の地震発生確率を求めることはできないが、各区間がそれぞれ

単独で活動する確率より大きくなることはないと考えられる。 

 

４．今後に向けて 

有馬－高槻断層帯東部区間については、過去の活動に関するデータが加わったも

のの、最新活動に先行する活動の時期やその際のずれの量についてのデータは未だ

不十分である。有馬－高槻断層帯西部区間については、過去の活動が明らかにされ

ているのが１箇所のみであり、断層形状についても不明な点が多い。本断層帯では、

構成する断層のうち過去の活動についてのデータが得られていないものも存在する。 

本断層帯から発生する地震についてより詳しく評価するためには、過去の活動、

特により多くの地点において活動時期、１回の活動のずれの量に関する信頼性の高

いデータの取得と、地下深部における断層構造をさらに明らかにすることが重要で

ある。また、六甲・淡路島断層帯等の隣接する活断層帯の活動との関連についても

検討する必要がある。 
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図１ 有馬－高槻断層帯の概略位置図 
（長方形は図２の範囲） 
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図２ 有馬－高槻断層帯の活断層位置と主な調査地点 
１：茨木３地点 ２：茨木２地点 ３：茨木１地点 ４：箕面３地点 ５：箕面２地点 ６：箕面１地点 ７：川西地点８：船坂西地点  

９：有馬地点 10：中野西地点 11：西野地点 12：芦谷川地点 Ａ：反射法弾性波探査測線（生駒－高槻測線） Ｂ：反射法弾性波探査測線 

（茨木測線） 

◉：断層帯の端点 ⊕：活動区間の端点 

基図は国土地理院発行電子地形図 20万「京都及び大阪」、「和歌山」を使用。 
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表１ 有馬－高槻断層帯の特性 

項 目 特 性 
信頼度 

(注３) 

根 拠 

（注４） 

１．断層帯の位置・形態 

 (1)断層帯を構

成する断層 

（東部区間）   

名塩断層、六甲断層、十万辻（じゅうまんつ

じ）断層、五月丘断層、坊島断層、昆陽池

（こやいけ）陥没帯、伊丹断層、野畑断層、

安威（あい）断層、真上（まかみ）断層、馬

場断層 

 文献２、３、６、８な

どによる。 

（西部区間）   

有野・淡河（おうご）断層、柏尾谷断層、

古々山（ふるふるやま）断層、湯槽谷（ゆぶ

ねだに）断層 

  

(2)断層帯の位

置・形状 

地表における断層帯の位置･形状   

（全体）   

（東端）北緯 34°53.9′東経 135°41.0′ 〇 文献３、５、６、７、

16 などから推定。 （西端）北緯 34°48.1′東経 135°05.3′ △ 

長さ   約 55 km △ 

（東部区間）   

（東端）北緯 34°53.9′東経 135°41.0′ 〇  

（西端）北緯 34°47.9′東経 135°15.3′ ◎ 

長さ   約 41 km 〇  

一般走向 Ｎ74°Ｅ ◎  

（西部区間）   

（東端）北緯 34°47.3′東経 135°15.4′ 〇  

（西端）北緯 34°48.1′東経 135°05.3′ △ 

長さ   約 16 km △  

一般走向 Ｎ85°Ｗ ◎  

地下における断層面の位置･形状   

（東部区間）   

長さ及び上端の位置 

地表での長さ・位置と同じ 

 

◎ 

 

上端の深さが０km であ

ることから推定。 

上端の深さ ０km ◎  

傾斜    高角で北傾斜、地表付近でほぼ

鉛直 

○ 

 

地下数百メートルまで

の構造（文献 14、15、

17、18 など）から推

定。 

下端の深さ 約 15 km 

 

 

幅     15 km 程度 

△ 

 

 

○ 

地震発生層の下限

（D100）から推定。（注

５） 

断層面の傾斜と下端の

深さから推定。 

（西部区間）   

長さ及び上端の位置 

地表での長さ・位置と同じ 

◎ 上端の深さが０km であ

ることから推定。 

上端の深さ ０km ◎  

傾斜    高角度 △  

下端の深さ 約 15 km 

 

△ 

 

地震発生層の下限

（D100）から推定。（注
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幅     15 km 程度 

 

△ 

５） 

断層面の傾斜と地震発

生層の下限の深さから

推定。 

(3)断層のずれ

の向きと種

類 

（東部区間）   

右横ずれ断層。上下変位を伴い、東部では地

溝帯を形成していることが多い。 

◎ 文献４、８などに示さ

れた変位地形による。 

（西部区間）   

右横ずれ断層。 ○ 文献４、８などに示さ

れた変位地形による。 

２．断層帯の過去の活動 

 

 

 

 

 

 

 

活

動 

(1)平均的なず

れの速度 

（東部区間）   

1.5ｍ／千年程度（右横ずれ成分） ○ 文献４、８による。 

（西部区間）   

不明 －  

(2)過去の活動

時期 

（東部区間）   

活動１（最新活動）： 

1596 年の慶長（文禄）伏見地震 

（トレンチ調査等に基づくと約 500 年前以

後、約 400 年前以前） 

 

○ 

文献９－13、19、20 に

示された資料から推

定。 

活動２（１つ前の活動）： 

約１千３百年前以後、約７百年前以前（奈

良時代以後、鎌倉時代以前） 

 

○ 

文献９－13、19、20 に

示された資料から推

定。 

活動３（２つ前の活動）： 

約２千８百年前（縄文時代晩期） 

 

○ 

文献９－13、19、20 に

示された資料から推

定。 

（西部区間） 不明 －  

(3)１回のずれ

の量と平均

活動間隔 

１回のずれの量   

（東部区間） ３－４ｍ程度 △ 文献９－13 に示された

資料と断層の長さから

推定。 

（西部区間） ２ｍ程度 △ 断層の長さから推定。 

 

平均活動間隔   

（東部区間） １千－２千５百年程度 

 

△ 

 

過去３回の活動時期か

ら推定。 

（西部区間） 不明 －  

(4)過去の活動

区間 

東部区間と西部区間の２区間 ○  

３．断層帯の将来の活動 

 (1)将来の活動

区間及び活

動時の地震

の規模 

（東部区間）   

活動区間  全体で１区間 ○  

地震の規模 Ｍ7.5 程度 ○ 断層の長さから推定。 

ずれの量  ３－４ｍ程度 △ １回のずれの量から推

定 

（西部区間）   

活動区間  全体で１区間 ○  

地震の規模 Ｍ6.8 程度 △ 断層の長さから推定。 

ずれの量  ２ｍ程度 △ 断層の長さから推定。 

（東部区間と西部区間が同時に活動する場合）   
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地震の規模 Ｍ7.7 程度 △ 断層の長さから推定。 

 

表２ 有馬－高槻断層帯の将来の地震発生確率等 

項 目 
将来の地震発生確率等 

（注６） 

信頼度 

（注

７） 

備 考 

<東部区間> 

地震後経過率（注８） 

 

今後 30 年以内の発生確率 

今後 50 年以内の発生確率 

今後 100 年以内の発生確率 

今後 300 年以内の発生確率 

 

集積確率（注９） 

Ｚランク 

0.2－0.4 

 

ほぼ０％－0.04％ 

ほぼ０％－0.1％ 

ほぼ０％－0.5％ 

ほぼ０％－10％ 

 

ほぼ０％－0.02％ 

ｂ 
発生確率及び集積確率は

文献１による。 

<西部区間> 

地震後経過率（注８） 

 

今後 30 年以内の発生確率 

今後 50 年以内の発生確率 

今後 100 年以内の発生確率 

今後 300 年以内の発生確率 

Ｘランク 

不明 

 

不明 

不明 

不明 

不明 

  

 

 

注１：地震調査委員会の活断層評価では、活動区間が単独で活動した場合の今後 30年間の地震発生確

率について、次のような相対的な評価を盛り込むこととしている。 

今後 30 年間の地震発生確率（最大値）が３％以上の場合： 

「本断層帯は、今後 30 年の間に地震が発生する可能性が、我が国の主な活断層の中では

高いグループに属することになる」 

今後 30 年間の地震発生確率（最大値）が 0.1％以上３％未満の場合： 

「本断層帯は、今後 30 年の間に地震が発生する可能性が、我が国の主な活断層の中では

やや高いグループに属することになる」 

なお、2005 年４月時点でひととおり評価を終えた 98 の主要活断層帯のうち、最新活動時期

が判明しており、通常の活断層評価で用いている更新過程（地震の発生確率が時間とともに変

動するモデル）により地震発生の長期確率を求めたものについては、活動区間が単独で活動し

た場合の今後 30 年間に地震が発生する確率の割合は以下のとおりになっている。 

30 年確率の最大値が 0.1％未満：約半数 

30 年確率の最大値が 0.1％以上３％未満：約 1／4 

30 年確率の最大値が３％以上：約 1／4 

（いずれも 2005 年４月時点での算定。確率の評価値に幅がある場合はその最大値を採用。） 
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注２：1995年兵庫県南部地震（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2026c）、1858年飛越地震（地

震調査研究推進本部地震調査委員会，2004）及び 1847年善光寺地震（地震調査研究推進本部地

震調査委員会，2015）の地震発生直前における 30 年確率と集積確率は以下のとおりである。 

地震名 活動した活断層 
地震発生直前の

30年確率（％） 

地震発生直前の

集積確率（％） 

断層の平均活動

間隔（千年） 

1995年兵庫県南部地

震 

（Ｍ7.3） 

六甲・淡路島断層

帯 

主部淡路島西岸区

間 

「野島断層を含む

区間」（兵庫県） 

0.02％－10％ 0.05％－90％ 約1.6－約3.5 

1858年飛越地震 

（Ｍ7.0－7.1） 

跡津川断層帯 

(岐阜県・富山県) 
ほぼ０％－13％ 

ほぼ０％－90％

より大 
約1.7－約3.6 

1847年善光寺地震 

（Ｍ7.4） 

長野盆地西縁断層

帯 

(長野県) 

ほぼ０％－20％ 
ほぼ０％－90％

より大 
約0.8－約2.5 

「長期的な地震発生確率の評価手法について」に示されているように、地震発生確率は前回の

地震後、十分長い時間が経過しても 100％とはならない。その最大値は平均活動間隔に依存し､

平均活動間隔が長いほど最大値は小さくなる。平均活動間隔が２千年の場合は 30 年確率の最大

値は 10％程度、５千年の場合は５％程度である。 

注３：信頼度は、特性欄に記載されたデータの相対的な信頼性を表すもので、記号の意味は次のとお

り。◎：高い、○：中程度、△：低い、▲：かなり低い 

注４：文献については、本文末尾に示す以下の文献。 

文献１：地震調査研究推進本部地震調査委員会(2001b) 

文献２：藤田・笠間（1971） 

文献３：活断層研究会編（1991） 

文献４：松浦ほか（1995） 

文献５：中田ほか（1996, 2009） 

文献６：岡田・東郷編（2000） 

文献７：岡田ほか（2008） 

文献８：寒川（1978） 

文献９：寒川・杉山（1996a） 

文献 10：寒川・杉山（1996b） 

文献 11：寒川ほか（1996a） 

文献 12：寒川ほか（1996b） 

文献 13：寒川ほか（1996c） 

文献 14：杉山ほか（1996） 

文献 15：戸田ほか（1995） 

文献 16：渡辺ほか（1996） 

文献 17：伊藤ほか（2005） 

文献 18：大阪府（2003） 

文献 19：Maruyama and Lin（2002) 

文献 20：谷ほか（2004） 

注５：主要活断層の評価の中では、断層面の下端の深さは、地震観測結果から推定される地震発生層

の下限の深さに基づいて推定を行っている。2016 年に発生した熊本地震の例では、本震のすべ

り領域が、上記の方法で推定していた断層面の下端の深さよりも更に５km 程度深い場所まで延

びていた可能性が指摘された（例えば、Asano and Iwata, 2016; 気象庁，2016）。そのため、

地震の際に実際に活動しうる断層面の下端は、推定された断層面の下端に対して５km 程度深く

なる可能性があることに留意されたい（地震調査研究推進本部地震調査委員会長期評価部会，

2026）。 

注６：評価時点はすべて 2026 年１月１日現在。「ほぼ０％」は 10-3％未満の確率値を示す。なお、計

算に当たって用いた平均活動間隔の信頼度は低い（△）ことに留意されたい。活断層における
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今後 30年以内の地震発生確率が３％以上を「Ｓランク」、0.1％～３％を「Ａランク」、0.1％未

満を「Ｚランク」、不明（すぐに地震が起きることが否定できない）を「Ｘランク」と表記し

ている。地震後経過率（注８）が 0.7 以上である活断層については、ランクに「＊」を付記し

ている。 

注７：地震発生確率等の評価の信頼度に関する各ランクの分類条件の詳細は以下のとおりである。 

ランク 分類条件の詳細 

ａ 発生確率を求める際に用いる平均活動間隔及び最新活動時期の信頼度がいずれも

比較的高く（◎または○）、これらにより求められた発生確率等の値は信頼性が高

い。 

ｂ 平均活動間隔及び最新活動時期のうち、いずれか一方の信頼度が低く（△）、これ

らにより求められた発生確率等の値は信頼性が中程度。 

ｃ 平均活動間隔及び最新活動時期の信頼度がいずれも低く（△）、これらにより求め

られた発生確率等の値は信頼性がやや低い。 

ｄ 平均活動間隔及び最新活動時期のいずれか一方または両方の信頼度が非常に低く

（▲）、発生確率等の値は信頼性が低い。このため、今後の新しい知見により値が

大きく変わる可能性が高い。または、データの不足により最新活動時期が十分特

定できていないために、現在の確率値を求めることができず、単に長期間の平均

値を確率としている。 

注８：最新活動(地震発生)時期から評価時点までの経過時間を、平均活動間隔で割った値。最新の地

震発生時期から評価時点までの経過時間が、平均活動間隔に達すると 1.0 となる。今回の評価

の数字のうち、0.2 は 430 年（2026 年－1596 年）を 2,500 年で割った値であり、0.4 は 430 年

を 1,000 年で割った値。 

注９：前回の地震発生から評価時点までに地震が発生しているはずの確率。 
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（説明） 

 

１．有馬－高槻断層帯に関するこれまでの主な調査研究 

有馬－高槻断層帯は、北摂（ほくせつ）山地と大阪平野・六甲山地の境界部にほぼ東北東－西南西

に延びる長さ約 55 km の断層帯であり、その一部は中・古生代の地層（丹波層群、有馬層群）と白亜

紀の花崗岩との境界となっている。この断層帯が第四紀後期に活発に活動していることは、藤田・奥

田（1973）によって指摘され、有馬－高槻構造線と命名された。 

その後、寒川（1978）はこの断層帯が第四紀後期に右ずれの変位を累積していること、その平均変

位速度が 0.5－1.5ｍ／千年となることを示した。1995年兵庫県南部地震以後、地質調査所は川西市、

箕面（みのお）市、茨木市で計９箇所のトレンチ調査や反射法弾性波探査などを行い、断層帯の東部

における活動履歴や地下構造について報告した（寒川ほか，1996c など）。また、国土地理院は断層帯

を構成する断層の詳細位置を 1:25,000 活断層図（都市圏活断層図）（岡田ほか，2008；中田ほか，

1996，2009；渡辺ほか，1996）に示した。岡田・東郷編（2000）は、1:50,000 地形図に本断層帯の位

置を示した。大阪府（2003）は茨木市において、また伊藤ほか（2005）は高槻市から生駒市にかけて

反射法弾性波探査を実施し、断層帯の東部の地下形状を明らかにした。堤・飯尾（2019）は既存の物

理探査データ等に基づき断層帯東部の活構造の再検討を行った。兵庫県（2003，2004）は、神戸市及

び西宮市でトレンチ調査を行い、断層帯の西部における活動履歴を明らかにした。堤ほか（2004）は、

宝塚市から高槻市の区間で有馬－高槻断層帯による右横ずれ変位量を計測した。また、谷ほか（2004）

は、箕面市で有馬－高槻断層帯の露頭を記載し、活動時期について検討した。 

有馬－高槻断層帯は、神戸市北区淡河（おうご）町から京都府大山崎町に至る東北東－西南西方向

の断層帯である。この断層帯は部分的に並走、分岐しながら断続する大小多数の断層からなるが、断

層帯の東部では２つ以上の断層が並走して地溝帯を形成していることが多い。 

この断層帯を構成する主な断層としては、有馬温泉付近より東側では、西から六甲断層、昆陽池

（こやいけ）陥没帯、伊丹断層、五月丘断層、野畑断層、坊島断層、真上（まかみ）断層、安威（あ

い）断層などがある（図２）。岡田・東郷編（2000）は、真上断層・安威断層の東方の高槻－天王山

間の断層を本断層帯に含めている。これらの東北東－西南西に延びる断層に加えて、名塩断層や十万

辻（じゅうまんつじ）断層といった西北西－東南東に延びる断層が分布する。有馬温泉より西方には、

有野・淡河（おうご）断層、柏尾谷断層、古々山（ふるふるやま）断層、湯槽谷（ゆぶねだに）断層

など変位地形がやや不明確な活断層が西に向かって分岐するように分布する（藤田・笠間，1971；活

断層研究会編，1991；岡田・東郷編，2000）。これらの断層は、活断層研究会編（1991）の図、

1:25,000 活断層図（中田ほか，1996，2009；岡田ほか，2008；渡辺ほか，1996）及び岡田・東郷編

（2000）の図では、断層線の位置については概ね一致している。 

寒川（1996）、寒川（1997a）及び寒川（1997b）は、有馬－高槻断層帯沿いをはじめとする周辺の

各地での地震跡などから、1596 年の慶長（文禄）伏見地震が有馬－高槻断層帯の活動であると指摘し

た。また、地質調査所は、この断層帯の最新の活動が慶長（文禄）伏見地震に対応するとした（寒川

ほか，1996c など）。宇佐美ほか（2013）は歴史資料をもとに慶長（文禄）伏見地震について被害の状

況を整理し、規模の推定などを行った。一方、梅田ほか（1984）は、花屋敷低地帯南縁の相対的隆起

部でこの断層帯の活動によると考えられる多数の地割れが弥生時代（注 10）の土器片を含む黒土によ

って充填されていたことから、この断層帯の地震として 827 年の地震の可能性を指摘した。さらに梅

田（1991）はこの地点近くの別の遺跡の地割れも含めて歴史地震との関係を議論している。 

橋本（1997）及び Toda et al.（1998）は 1995 年兵庫県南部地震に伴う周辺地域の応力変化の計算

を行い、本断層帯の東部では地震の発生が早まり、逆に西部では発生時期が遅くなる効果を与えてい

ることを示した。 

 

２．有馬－高槻断層帯の評価結果 

２．１ 断層帯の位置・形態 

（１）有馬－高槻断層帯を構成する断層 

有馬－高槻断層帯を構成する主な断層として図２及び表１に示す諸断層が認められる。野畑断層、

昆陽池陥没帯、伊丹断層は地震調査研究推進本部地震調査委員会（2005）では六甲・淡路島断層帯に

含めて評価を行ったが、断層の連続性及び地質構造を考慮した結果、本断層帯の一部として評価する

こととした。また、2001 年に公表された本断層帯の長期評価（地震調査研究推進本部地震調査委員会，

2001a）では、断層帯を１つの区間として評価を行ったが、後述する構成する活断層の変位地形の明
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瞭さの違いや分布形状、活動性の違いに基づき、本改訂では神戸市北区有馬町から京都府大山崎町に

至る有馬－高槻断層帯東部区間と、神戸市北区淡河町から神戸市北区有馬町に至る有馬－高槻断層帯

西部区間の２つの区間に区分し、評価を行った。 

 

（２）断層帯の位置、形状 

本断層帯の断層の位置・形状を図２に示す。上述のように本断層帯は、東部区間と西部区間の２つ

の区間に区分される（図２、表１）。いずれの区間も右横ずれが卓越する断層である。図２に示され

た東部区間の東端と西端を結ぶと、同区間の長さは約 41 km、一般走向はＮ74°Ｅとなる。また、図

２に示された西部区間の東端と西端を結ぶと、同区間の長さは約 16 km、一般走向はＮ85°Ｗとなる。

図２に示された東部区間の東端と西部区間の西端を直線で結ぶと、本断層帯全体の長さは約 55 km、

一般走向はＮ78°Ｅとなる。 

東部区間は名塩断層、六甲断層、十万辻断層、五月丘断層、坊島断層、昆陽池陥没帯、伊丹断層、

野畑断層、安威断層、真上断層、馬場断層からなる。このうち六甲断層、五月丘断層、坊島断層、真

上断層は北摂山地と大阪平野の境に位置する直線的な断層群で、断層沿いには変位地形が明瞭に認め

られる（図２）。安威断層は南上がりの変位を示し、坊島断層及び真上断層に並走し地溝帯を形成す

る。野畑断層は安威断層の西側に連続する同じく南上がりの断層で、坊島断層との間に地溝帯を形成

している。伊丹断層、昆陽池陥没帯は野畑断層の西延長に位置する（図２）。伊丹断層、昆陽池陥没

帯の西側では、北北西－南南東走向の断層が六甲山地を境し、地質的な境界となっていることから、

伊丹断層、昆陽池陥没帯までを有馬－高槻断層帯に含めた。名塩断層、十万辻断層は西北西－東南東

方向、馬場断層は北東－南西方向に延びる分岐断層とみられる（図２）。 

西部区間は有野・淡河断層、柏尾谷断層、古々山断層、湯槽谷断層からなる（図２）。東部区間は

直線性が強く、変位地形が明瞭である一方、西部区間は六甲断層の東端付近から帝釈山地とその周辺

の山地内に分散しており、断層トレースは概して不明瞭である。有野・淡河断層沿いでは断層が横切

る低位段丘面に変位が認められていない（兵庫県，2004）。 

本断層帯の東方には同じく北東－南西走向の宇治川断層が伏在しており、両断層の間にはほぼ直交

方向に延びる西上がりの逆断層である生駒断層帯男山断層の北端や京都西山断層帯円明寺断層の南端

が位置する（図２；地震調査研究推進本部地震調査委員会，2026a，2026b）。基盤構造モデルや周辺

の地質構造は、直交する逆断層の活動が優勢であることを示唆しており（赤松ほか，2007；堤・飯尾，

2019）、有馬－高槻断層帯と宇治川断層は構造的には繋がらないと考えられる。そのため、宇治川断

層は有馬－高槻断層帯に含めず、短い活断層として評価した（地震調査研究推進本部地震調査委員会，

2026d）。 

断層面上端の深さは、東部区間、西部区間ともに断層面が地表に達していることから０km とした。 

東部区間の断層面の傾斜は、反射法弾性波探査の結果（藤田ほか，1996a，1996b；寒川ほか，

1996c；杉山ほか，1996；戸田ほか，1995；伊藤ほか，2005（図３）；大阪府，2003（図４））や断層

線の形態の特徴（直線的であること）から、高角度で北に傾斜し、地表付近ではほぼ鉛直と推定され

る。西部区間の傾斜は高角度の可能性がある。 

地震発生層の下限の深さは東部区間、西部区間でいずれも約 15 km と推定される。東部区間では断

層面の傾斜が高角度であると推定されることから、断層面の幅は 15 km 程度と推定される。西部区間

では断層面の傾斜が高角度である可能性があることから、断層面の幅は 15 km 程度の可能性がある。 

 

（３）断層帯の変位の向き（ずれの向き）（注 11） 

本断層帯は、河谷の屈曲などの地形から判断すると、全体としては右横ずれが卓越する断層帯であ

る。東部区間では２つ以上の断層が並走して地溝帯を形成していることが多い。 

 

２．２ 有馬－高槻断層帯の過去の活動 

（１）平均変位速度（平均的な断層のずれの速度）（注 11） 

東部区間のほぼ中央部にある五月丘断層について、寒川（1978）は、低位段丘（形成年代を２－３

万年前と推定）を下刻する川の屈曲量（20－30ｍ）から同断層の右ずれの平均変位速度を 0.5－1.5ｍ

／千年と推定し、上下成分は右ずれ成分の 10分の１程度であるとした。この平均変位速度は１つの断

層についてのものであり、断層の集合である断層帯全体の値はこれより大きい可能性がある。このよ

うな資料から、この断層帯の活動度はＡ－Ｂ級（活動度Ａ、Ｂは１千年あたりの平均的なずれの量が

それぞれ１ｍ以上 10m未満、0.1ｍ以上１ｍ未満の活断層；活断層研究会編，1991）と推定される。な
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お、東部区間の平均活動間隔の算出には平均変位速度として 1.5ｍ／千年程度（右横ずれ成分）を用

いる。 

西部区間については、兵庫県（2004）は有野・淡河断層沿いでは低位段丘面上に変位が認められな

いとし、柏尾谷断層沿いのトレンチ調査及びボーリング調査の結果、４万年前以降に活動していない

と報告した。西部区間の平均変位速度は不明であるものの、断層沿いの変位地形が東部区間と比較し

て不明瞭であることから、活動性が低い可能性がある。 

 

（２）過去の活動時期 

○地形・地質的に認められた過去の活動 

〈東部区間〉 

① 茨木３地点（真上断層） 

寒川ほか（1996b，1996c）は、茨木３地点において真上断層を対象としてトレンチ調査を実施した。

トレンチ壁面には１つのイベント（注 12）が認められる。 

北トレンチの東側壁面（図５）では、断層はＭ７層とその上位のＳ３層までを切り江戸時代の遺物

を含む盛土層（Ｍ８層）に覆われている。Ｍ７層は鎌倉－室町時代の遺物（注 10）を含み、約６百－

４百年前（室町時代－江戸時代）の炭素同位体年代（注 13）を示す。Ｓ３層からは約６百－５百年前

（室町時代）の炭素同位体年代値（寒川ほか，1996b）が得られている。したがって、このイベント

の時期は約６百年前（室町時代）以後である。 

 

② 茨木２地点（安威断層） 

寒川・杉山（1996b）、寒川ほか（1996c）は、茨木２地点において安威断層を対象としてトレンチ

調査を実施した。トレンチ壁面には２つのイベント（イベント１、２）が認められる。 

北側トレンチの西側壁面（図６の上）の上部に露出した江戸時代（注 10）の遺物包含層はほぼ水平

で変形を受けていないが、その下位のシルト質層は断層付近で下位層とともに変形（撓曲）している

（寒川ほか，1996c）可能性がある。また南側トレンチ（図６の下）ではシルト質層（上部に鎌倉時

代の遺物を含む；注 10）の上面に地割れ状の構造が認められる（寒川・杉山，1996b）。したがって、

イベント１の時期は約８百年前以後、約２百年前以前（鎌倉時代以後、江戸時代以前；注 10）である。 

北側トレンチの西側壁面下部にある砂礫層は北へ低下する撓曲構造をなしているが、その付近に断

層があり、地層上面にいくつかの地割れが生じている（図６の上）。その上位のシルト質層はそれら

の地割れ状構造を充填している。したがって、両層間に地割れを生じたイベントが考えられる。しか

し、シルト質層は砂礫層の撓曲部分付近では無構造で上面・下面がいずれも侵食不整合面（または人

工削平面）であるため、地割れ状構造が及んでいる上限の層準や、シルト層自体が砂礫層と同様に撓

曲しているかどうかはわからない。したがって、イベント層準がシルト質層中にある可能性もある。

砂礫層の時代は不明であるが、その下位の地層からは約３千７百－３千６百年前（縄文時代後期）と

いう炭素同位体年代（注 13）が得られている。シルト質層にはその比較的下部に弥生－古墳時代、比

較的上部に鎌倉時代（注 10）の遺物が含まれ、約２千４百－２千２百年前から約１千８百－１千６百

年前（縄文時代晩期－古墳時代）の炭素同位体年代値（注 13）が得られている。したがって、イベン

ト２の時期は約３千７百年前以後、約７百年前以前（縄文時代後期以後、鎌倉時代以前；注 10）であ

る。 

 

③ 茨木１地点（安威断層） 

寒川ほか（1996c）は、茨木１地点において安威断層を対象としてトレンチ調査を実施した。トレ

ンチ壁面には２つのイベント（イベント１、２）が認められる。 

トレンチ壁面（図７）に露出した断層は、Ｍ４層を切り、Ｍ５層に覆われている。Ｍ４層の時代は

12 試料の炭素同位体年代がいずれも約９百年前から約３千６百年前まで（縄文時代が６試料、弥生・

古墳・奈良時代相当が各１試料、平安時代が３試料）の年代（注 13）を示し、弥生時代の遺物を多量

に産出するので、イベント１の時期として平安時代以前を示唆する。一方、イベント後のＭ５層の時

代は３試料の炭素同位体年代（注 13）が約１千５百年前から約２千１百年前（弥生時代）を示し、弥

生時代の土器が出土しているので、弥生時代を示唆する。このように下位にあるＭ４層が上位にある

Ｍ５層より若い（時代的に逆転している）という矛盾がある。このため、上記の資料だけからはイベ

ント１の時代は決められない。しかし後述のように、下位の層準には１つ前のイベント２が認められ

る。したがって、イベント１の時期はイベント２の時期（縄文時代晩期）以後である。 



 

 

13 

東側壁面では、断層の一部がＭ３層を切りＭ４層に覆われているので、両者間に１つ前のイベント

層準がある。Ｍ３層は上部から縄文時代晩期（注 10）の遺物を産し、その下位の地層からもそれに調

和する多くの炭素同位体年代値（約９千８百－９千６百年前から約３千１百－２千９百年前；注 13）

（縄文時代）が得られている。Ｍ４層は、縄文時代晩期から弥生時代（注 10）にわたる遺物を産出し、

その下位の部分から約３千６百－３千４百年前から約３千－２千８百年前（縄文時代）の炭素同位体

年代値（注 13）が得られている（寒川ほか，1996a）。これらのことから、イベント２の時期は約３千

１百年前以後、約２千８百年前以前（縄文時代晩期）と判断した。 

 

④ 箕面３地点（坊島断層） 

寒川ほか（1996a）は、箕面３地点において坊島断層を対象としてトレンチ調査を実施した。トレ

ンチ壁面には１つのイベント（イベント１）が認められる。 

トレンチ壁面に露出した断層は鎌倉－室町時代（注 10）の遺物を含む地層を切り、江戸時代の暗渠

跡を覆う地層に覆われる。鎌倉－室町時代の遺物を含む地層に含まれている試料の炭素同位体年代は、

約１千－９百年前（平安時代）と約３千－２千９百年前（縄文時代）を示す（注 13）。後者は、出土

する遺物の年代と著しく不調和であること、この層よりも下位の地層の炭素同位体年代と年代値が逆

転する（寒川ほか，1996a）ことから、この層の時代推定には用いない。したがって、このイベント

（イベント１）の時期は約１千年前（平安時代）以後（炭素同位体年代による）、あるいは約８百年

前（鎌倉時代）以後（遺物による）である。 

 

⑤ 箕面２地点（坊島断層） 

谷ほか（2004）は④の箕面３地点のごく近傍で行われた工事に伴い現れた断層露頭を記載し、４つ

のイベント（イベント１－４）を認定した（図８）。 

まず、断層Ｆ２はＳ５層までを変位させており、最も新しい断層運動を示す。Ｓ５層からは約１千

６百－１千４百年前の年代測定結果（注 13）が得られていることから、この地点のイベント１は約１

千６百年前以後と判断できる。 

次に、断層Ｆ２に伴う断層粘土層に取り込まれた腐植層より約８千３百－８千１百年前の年代測定

値（注 13）が得られているが、この粘土層はＳ５層に比べて明らかに大きく変形している。このこと

から、８千３百年前以後、１千４百年前以前に１回以上のイベントがあったと考えられ、ここではこ

れをイベント２とする。 

さらに、断層Ｆ１はＭ１層を切り、少なくともＮ２層の基底を変形させる。Ｍ１層からは約１万２

千年前の年代測定結果（注 13）が得られていることから、１万２千年前以後にイベント３が発生した

と判断できる。ただし、本地点でのイベント３とイベント２が同一の活動によるものである可能性が

あることから、後述する断層帯の過去の活動を評価する際には両イベントを１つの活動として検討し

た。なお、原著ではＮ２層から得られた年代測定値を用いてイベント３の上限を約６千９百年前（暦

年較正すると７千９百－７千８百年前）と評価しているが、このイベントでＮ２層の上位層と下位層

が一緒にずれていると判断することもできるため、本評価では採用しない。 

断層Ｆ３はＭ２層を切り、上位のＳ４層に覆われる。Ｍ２層からは約４万１千年前の年代値が、Ｓ

４層からは約１万７千年前の年代値が得られている（注 13）。したがって、４万１千年前以後、１万

７千年前以前にイベントがあったと考えられ、これをイベント４とする。 

 

⑥ 箕面１地点（坊島断層） 

寒川ほか（1996a，1996c）は、箕面１地点において坊島断層を対象としてトレンチ調査を実施した。

同地点では２つまたは３つのイベント（イベント１、２またはイベント１－３）が認められる。 

北側低下でほぼ鉛直の断層面を持つ断層が露出した（図９）。この断層は鎌倉時代－室町時代（注

10）の遺物と炭素同位体年代が約７百－６百年前（鎌倉時代－室町時代）を示す試料（注 13）を包含

する地層（Ｍ７層）を切り、江戸時代（注 10）の遺物を包含し５百－４百年前の炭素同位体年代（室

町時代－江戸時代）を示す試料（注 13）を含む地層（Ｍ８層）に覆われている。したがって、イベン

ト１の時期は約７百年前以後、約４百年前以前（鎌倉時代以後、江戸時代以前）である。 

次に、旧耕作土（Ｍ６層）がＭ５層とそれ以下の変形した地層（Ｍ３層など）を不整合で覆い、そ

の基底部がＭ５層に生じた地割れを充填していることから、Ｍ５層とＭ６層の境界付近に１つ前のイ

ベント層準がある。Ｍ５層は奈良－平安時代（注 10）の遺物を含み（寒川ほか，1996c）、炭素同位体

年代値は約１千５百－１千４百年前（１試料、古墳時代－飛鳥時代）と約６百－４百年前（２試料、
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室町時代－江戸時代）を示している。Ｍ６層は鎌倉時代の遺物を含むが、炭素同位体年代は約１千２

百－１千年前（１試料、平安時代）と約６百－４百年前（３試料、室町時代－江戸時代）を示す。上

記のＭ５層及びＭ６層の約６百－４百年前の炭素同位体年代値は、産出する遺物の年代と著しく不調

和であること、両層よりも上位のＭ７層の約７百－６百年前の炭素同位体年代値に対して年代値の逆

転をもたらすことから、約６百－４百年前の値は炭素同位体年代値の若返りによるものと考えてＭ５、

Ｍ６の時代推定には用いない。したがって、Ｍ５層は奈良－平安時代以後、Ｍ６層は鎌倉時代であり、

イベント２の時期は約１千３百年前以後、約７百年前（奈良時代以後、鎌倉時代以前；注 10）と考え

られる。 

イベント２の層準を上記ではＭ５層とＭ６層の間であるとしたが、Ｍ５層（とＭ６層）の上面は人

工的に削平されているので、上記のようにＭ４層・Ｍ５層が下位のＭ３層と同様に変形（分布南端で

直立）しているのか、上記と異なってすでに直立していたＭ３層の崖にＭ５層（プラスＭ４層）が不

整合で接して（アバットして）堆積したのか判然としない。このため、後者であるとしてＭ５層（プ

ラスＭ４層）とＭ３層の間（約３千９百－２千８百年前以後、奈良－平安時代以前）に別のイベント

を考えることもできる（その場合、それを箕面１地点のイベント３と呼ぶ）。Ｍ３層は炭素同位体年

代（注 13）が約２千８百－２千６百年前及び約３千９百－３千７百年前（縄文時代）を示し（寒川ほ

か，1996a）、Ｍ５層は奈良－平安時代（注 10）の遺物包含層（寒川ほか，1996c）なので、イベント

３の時期は約２千８百年前以後、約８百年前以前（縄文時代晩期以後、平安時代以前；注 10）である。 

このように箕面１地点においては、イベント２ではなくイベント３が生じたのか、あるいは両方が

生じたのかは確定しがたい。ただし、イベント３だけを考える場合にはＭ６層基底の地割れの形成を

別途に考える必要がある。 

 

⑦ 川西地点（花屋敷低地帯南縁断層の副断層） 

寒川ほか（1996c）は、川西市川西地点において花屋敷低地帯南縁断層を対象としたトレンチ調査

を実施した。トレンチ壁面には、２つのイベント（イベント１、２）が認められた。 

トレンチ壁面には、花屋敷低地帯南縁断層の活動に伴って生じたと考えられる４本の雁行地割れと

１本の小断層が見出された（図 10）。地割れとその傍らの小断層は、安土桃山時代（注 10）の遺物包

含層を切り、江戸時代（注 10）の遺物包含層に覆われているので、イベント１の時期は約５百年前以

後、約２百年前以前（安土桃山時代以後、江戸時代以前；注 10）である。 

また図 10 のトレンチ壁面下部において、炭素同位体年代が約２千８百－２千６百年前（注 13）を

示す地層よりも下位の地層の小断層沿いの変位量は、それよりも上位の地層の変位量よりも大きい。

これらの地層には堆積時の傾斜があると考えられ、この変位量の差はイベントによるものではない可

能性もあるが、約２千６百年前以前に変位の増加（イベント２）があった可能性がある。 

 

⑧ 船坂西地点（六甲断層） 

兵庫県（2003）は西宮市船坂西地点で６箇所のトレンチ調査を実施し、いずれのトレンチでも南側

隆起の逆断層が観察された（図 11）。第１及び第６トレンチでは、断層上盤側のⅣ層及びⅢb層の傾斜

が急で、両層は断層により変位している可能性がある。また、第６トレンチでは，Ⅳ層がⅢｂ層の上

に乗り上げていることが確認され、さらに、埋め戻し時に行った第６トレンチの増掘法面でもⅢｂ層

にⅣ層が乗り上げていることが確認された。したがって，Ⅲｂ層堆積以降にイベントがあったと考え

られ、これを船坂西地点のイベント１とする。第６トレンチのⅢb 層から得られた炭素同位体年代値

（注 13）から、イベント１の時期は約６百年前以後と推定される。 

また、第１、２、６トレンチでは、低下側のⅤ層が断層変位を受けており、いずれのトレンチでも

隆起側ではⅤ層が欠如して下位のⅥ層をⅣ層が直接覆っている。したがって、Ⅴ層堆積以後、Ⅳ層堆

積以前に少なくとも１回のイベントがあったと考えられ、これを船坂西地点のイベント２とする。Ⅴ

層中に三瓶浮布テフラ（阪手テフラ：約２万年前（Smith et al., 2013））が、Ⅳ層最上部に鬼界アカ

ホヤテフラ（K-Ah：約７千２百年前（Smith et al., 2013））が認められることから、イベント２の時

期は２万年前以後７千２百年前以前と推定される。 

 

⑨ 有馬地点（六甲断層） 

Maruyama and Lin (2002)は神戸市有馬地点で断層露頭を記載した（図 12）。Ｆ１断層は河成堆積物

を変位させ、岩錐堆積物に覆われる。これを有馬地点のイベント１とする。Ｆ１断層により変位を受
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けた河成堆積物に含まれる木片からは約７百－６百年前の炭素同位体年代値（注 13）が得られている

ため、イベント１の時期は約７百年前以後の可能性がある。 

 

図 13にイベントの時空間分布を示す。上記の各地点で見出されたイベントの時代に基づけば、有馬

－高槻断層帯東部区間では約３千年前以後３回の活動が推定される。それらの活動の時期を時代の新

しい順に活動１－３と呼ぶ。活動１は約５百年前以後、約４百年前以前(安土桃山時代以後、江戸時

代以前)、活動２は約１千３百年前以後、約７百年前以前（奈良時代以後、鎌倉時代以前）、活動３は

約２千８百年前（縄文時代晩期）と推定される。活動１は後述の歴史地震の資料と合わせて考えると、

慶長（文禄）伏見地震であったと推定される。 

また、活動３よりも前の約２万年前以後、約１万７千年前以前にも活動４があった可能性もある。

しかし、活動３と活動４との間隔が活動３よりも新しい活動の間隔に比べて長いため、活動３と活動

４との間に別の活動が存在する可能性があることから、本評価では活動４は参考扱いとする。 

 

〈西部区間〉 

① 芦谷川地点（有野・淡河断層） 

兵庫県（2004）は、有野・淡河断層のほぼ中央部に位置する神戸市北区の芦谷（あしだに）川左岸

地点でトレンチ調査を行った（図 14）。このトレンチから確認できるイベントは次の２つ（イベント

１－２）である。 

断層の変位はⅣb層まで達していることは確実であり、Ⅳb層の変位による地形の起伏をⅤ層が埋め

て堆積していることから、最新活動はⅣb 層堆積以降、Ⅴ層堆積前である。Ⅳb 層に三瓶池田テフラ

（SI：約４万６千年前（Albert et al., 2018））が、Ⅴ層に三瓶浮布テフラ（阪手テフラ）が含まれ

ることから、このイベント１は約４万６千年前以後、約２万年前以前と推定される。 

また、兵庫県（2004）では、Ⅱ層がⅠ層にアバットし、低下側にⅡ層が厚く堆積していることから、

Ⅰ層堆積後、Ⅱ層堆積前にもイベントがあったとしており、これをイベント２とした。Ⅰ層に阿蘇４

テフラ（Aso-4：約８万７千年前（Aoki, 2008））が、Ⅱ層より上部のⅣ層に三瓶池田テフラが含まれ

ることから、約８万７千年前以後、約４万６千年前以前に少なくとも１回の活動があったと推定され

る。 

 

図 13にイベントの時空間分布を示す。有馬－高槻断層帯西部区間では有野・淡河断層の芦谷川地点

におけるイベント１、２以外の活動は不明である。また、図 13に示した最新活動以後にも西部区間を

構成する別の断層が活動していた可能性がある。したがって、芦谷川地点のイベント１は西部区間の

最新活動と断定できないため、本断層帯西部区間の最新活動時期は不明とする。 

 

○先史時代・歴史時代の地震 

有馬－高槻断層帯から発生した可能性のある歴史地震として、827 年（天長４年）の京都の被害地

震（宇佐美ほか（2013）によるとマグニチュード（Ｍ）6.5－7.0）、1579 年（天正７年）の摂津の被

害地震（宇佐美ほか（2013）によるとＭ6.0±1/4）、1596 年の畿内及び近隣の地震（慶長（文禄）伏

見地震）（宇佐美ほか（2013）によるとＭ７ 1/2±1/4）などがある。 

有馬－高槻断層帯では、断層沿いをはじめとして周辺の各地で慶長（文禄）伏見地震によると思わ

れる大規模な液状化跡などの地震の痕跡が見出されており、有馬－高槻断層帯のトレンチ内で得られ

た遺物の時代などから、慶長（文禄）伏見地震はこの断層帯の活動であると指摘されている（寒川，

1996，1997a，1997b）。また、後述のように、本断層帯東部区間で想定される地震の規模はＭ7.5 程度

であり、宇佐美ほか（2013）による慶長（文禄）伏見地震の規模とほぼ一致する。 

トレンチ・露頭において確認できる慶長（文禄）伏見地震に相当する活動は六甲断層以東で認めら

れており、有野・淡河断層及び柏尾谷断層においては認められていない（兵庫県，2004）。また、歴

史記録から有馬温泉における慶長（文禄）伏見地震時の被害は震度５弱と推定され、西部区間を含め

た断層帯全体が活動した可能性は低いとされている（地震予知総合研究振興会，2005）。これらのこ

とから、慶長（文禄）伏見地震は東部区間の活動１と推定される。 

2018 年 6 月 18 日に大阪府北部の深さ約 15 km で発生した大阪府北部の地震（Ｍ6.1）は、大阪府で

最大震度６弱を観測し、被害を伴った（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2018）。本地震は、

有馬－高槻断層帯東端付近で発生した（堤・飯尾，2019）。 
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（３）１回の変位量（ずれの量） 

〈東部区間〉 

各イベントに伴ったその地点での上下変位量は次のようになる。各イベントに伴う１回の上下変位

量は、イベント１の場合は関連する地層が示す上下変位量の測定値（トレンチ壁面の傾斜を考慮して

求めた上下変位）であるが、イベント２以前の地震の場合は、そのイベントよりも後のイベントに伴

う変位量もその中に含まれている可能性がある（その場合にはその値からそのイベントよりも前のイ

ベントの変位量を差し引く必要がある）。以下はそれらを考慮した場合のその地点での１回のイベン

トの変位量である。 

川西地点：0.2ｍ（南側隆起、イベント１）と 0.2ｍ（南側隆起、イベント２）、箕面１地点：0.3ｍ

以上（南側隆起、イベント１）、茨木２地点：0.3－0.4ｍ（南側隆起、イベント２、またはイベント

１と２の合算）、茨木３地点：北トレンチ 0.4－0.5ｍ程度（北側隆起）、南トレンチ約 1.0ｍ（北側隆

起、撓曲）で合計 1.4－1.5ｍ（いずれもイベント１）。このほか、寒川ほか（1996a）によれば、トレ

ンチ地点付近の水田面の標高差が箕面３地点で 0.5ｍ程度、茨木１地点で 0.6ｍ程度あり、これらの値

が１回または２回のイベントによる上下変位量である可能性がある。 

横ずれ変位量について寒川（1996）は、箕面１地点で水田の畦が３ｍ右ずれしていて、それが慶長

（文禄）伏見地震で生じたとしている。また、寒川ほか（1996b）は、茨木３地点で平安時代の水田

耕作土中の小さな溝が複数の断層に沿ってそれぞれ上下変位量の約２倍右ずれ（計 0.6ｍ以上）して

おり、また付近の上下変位がない断層に沿って計 0.8ｍ以上の右ずれがあった（合計 1.4ｍ以上、いず

れもイベント１）としている。このように各イベントの変位量は 1.5－３ｍ程度とみなされる。 

さらに、堤ほか（2004）による土地区画の右横ずれの計測によれば、最小の変位は３ｍ程度と推定

される。ただし、この断層帯は並走する複数の断層線からなるので、断層帯を代表する１回の活動に

伴う変位量は３ｍ以上である可能性がある。 

一方、東部区間の断層の長さは後述の２．１（５）に示したとおり約 41 km であり、松田ほか

(1980)の経験式(1)によれば、東部区間全体が活動した場合のずれの量は約 4.1ｍとなる。ここで用い

た経験式(1)は以下の式である。Ｌは１回の地震で活動する断層の長さ（km）、Ｄは１回の活動に伴う

変位量（ｍ）である。 

Ｄ＝10-1Ｌ   (1) 

 

以上の情報と経験式を総合して、ここでは東部区間の１回あたりのずれの量は３－４ｍ程度であっ

た可能性があると評価する。 

 

〈西部区間〉 

西部区間では過去の活動におけるずれの量に関する具体的な値が得られていない。西部区間の断層

の長さは２．１（１）に示したとおり約 16 km であり、前述の経験式(1)によれば、西部区間全体が

活動した場合のずれの量は約 1.6ｍとなる。したがって、西部区間の１回あたりのずれの量は２ｍ程

度であった可能性がある。 

 

（４）活動間隔 

〈東部区間〉 

東部区間の過去の活動時期から平均間隔は次のようになる。活動１を 1596年の慶長（文禄）伏見地

震（上述）、活動２を約１千３百年前以後、約７百年前以前、活動３を約２千８百年前とした場合、

活動１と２の間隔は３百－９百年程度、活動２と３の間隔は１千５百－２千１百年程度、活動１と３

の間隔は２千４百年程度であり、その平均活動間隔は１千２百年程度となる。 

一方、平均変位速度と１回の変位量を用いて東部区間のより長期間の平均活動間隔を求めると、次

のようになる。個別の断層の平均変位速度は２－２（１）に示したとおり 0.5－1.5ｍ／千年であるが、

活動区間全体の平均変位速度はこれより大きい可能性があるので、最大値（1.5ｍ／千年）を用いる。

１回の変位量は２－２（３）より３－４ｍ程度である。したがって、この方法で算出した平均活動間

隔は２千年－２千７百年程度となる。 

以上の過去の活動時期から算出された平均活動間隔と、平均変位速度・１回の変位量から算出され

た平均活動間隔に基づいて、ここでは東部区間の平均活動間隔は１千－２千５百年程度となる可能性

があると評価する。 
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〈西部区間〉 

西部区間では最新活動時期が不明なことと、活動２の活動は複数回の活動を含む可能性があること

から、平均活動間隔を推定することはできない。ただし、有野・淡河断層では８万７千年前以降、約

４万６千年前以前に少なくとも１回の活動があったことが推定され、柏尾谷断層では４万年前以降に

活動していないことが指摘されていることから、東部区間と比較すると活動間隔が長い可能性がある。 

 

（５）活動区間 

地震調査推進本部地震調査委員会（2001a）では、本断層帯は少なくとも宝塚市よりも東部の約

33 km が１つの活動区間であると指摘しつつも、断層帯の全体（約 55 km）を１つの活動区間として

評価した。しかし、上述の通り断層帯の東部区間と西部区間では変位地形の明瞭さや過去の活動に違

いが認められる。また、歴史記録やトレンチ調査結果から、慶長（文禄）伏見地震は有馬地点よりも

東方のみが破壊したと推定される（図 13）。したがって、本評価では、本断層帯は東部区間と西部区

間の２つの活動区間から構成されると評価する。 

 

（６）測地観測結果 

有馬－高槻断層帯周辺における、最近５年間及び 2012年からの 10年間の GNSS観測結果では、北西

－南東方向の縮みが見られる。東部区間の東部で 2018年大阪府北部の地震の影響による南北方向の伸

びが見られる（図 15－１、図 15－２）。1994 年までの約 100 年間の測地観測結果では、ほぼ東西方向

の縮みが見られる（図 15－３）。 

 

（７）地震観測結果 

2022 年 12 月までの 20 年間の地震観測結果によれば、有馬－高槻断層帯の東部区間は地震活動が活

発であるが、西部区間は低調である。本断層帯周辺の地震発生層の深さの下限は、東部区間、西部区

間でいずれも約 15 km と推定される（図 16－１、図 17）。本断層帯東端付近で、2018 年６月 18 日に

Ｍ6.1 の大阪府北部の地震が発生しているが、この地震と本断層帯との関係性は不明である。この地

震の余震は、有馬－高槻断層帯を横切るように北北西－南南東方向に分布している（例えば、堤・飯

尾，2019）。本断層帯周辺で発生する地震の発震機構は、西北西－東南東方向に圧力軸を持つ横ずれ

断層型または逆断層型が多い（図 16－２）。 

1919 年以降、本断層帯周辺で発生したＭ5.0 以上の地震は、2018 年６月 18 日の大阪府北部の地震

以外には、本断層帯に隣接する六甲・淡路島断層帯近傍での 1995 年兵庫県南部地震（Ｍ7.3）の余震

活動において、1995 年１月 17 日（Ｍ5.4）及び 1995 年１月 25 日（Ｍ5.1）の地震が発生している。 

 

２．３． 有馬－高槻断層帯の将来の活動 

（１）活動区間と地震の規模 

本断層帯は、上述の通り東部区間と西部区間の２つの活動区間により構成されると推定される。 

東部区間全体が１つの活動区間として活動する場合、上記の経験式(1)及び次の(2)式を用いると、

発生する地震の規模はＭ7.5 程度であり、３－４ｍ程度のずれが生じる可能性がある。用いた経験式

(2)は松田（1975）による次の式である。ここで、Ｌは１回の地震で活動する断層の長さ（km）、Ｍは

その時のマグニチュードである。 

Ｍ＝（logＬ＋2.9）／0.6   (2) 

 

西部区間全体が１つの活動区間として活動する場合、上記の経験式(1)及び(2)を用いると、発生す

る地震の規模はＭ6.8 程度の可能性があり、２ｍ程度のずれが生じる可能性がある。 

有馬－高槻断層帯全体が１つの活動区間として活動する場合、上記の経験式(1)及び(2)を用いると、

発生する地震の規模はＭ7.7 程度の可能性がある。 

 

（２）地震発生の可能性 

東部区間では、平均活動間隔は１千－２千５百年程度の可能性があり、最新活動時期は 1596年の慶

長（文禄）伏見地震と推定される。したがって、平均活動間隔に対する現在における地震後経過率は、

約 0.2－0.4 となる。また、地震調査研究推進本部地震調査委員会（2001b）に示された手法（BPT 分

布モデル、α＝0.24）によると、今後 30 年以内、50 年以内、100 年以内、300 年以内の地震発生確率

は、それぞれほぼ０％－0.04％、ほぼ０％－0.1％、ほぼ０％－0.5％、ほぼ０％－10％、現在までの
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集積確率はほぼ０％－0.02％となる。表３にこれらの確率値及びその参考指標（地震調査研究推進本

部地震調査委員会長期評価部会，1999）を示す。 

西部区間については、平均活動間隔、過去の活動ともに不明のため、地震後経過率や地震発生確率

を算出することができない。 

 

３．今後に向けて 

有馬－高槻断層帯で実施された調査・研究の結果を検討し、再評価を行った。特に、断層トレース

や活動性についての知見を整理し、東部区間と西部区間への区間分け及び本断層帯と六甲・淡路島断

層帯を構成する断層の一部組み替えを行った。また、本断層帯の東方延長部に分布し、伏在断層であ

る宇治川断層については本断層帯とは別の断層とした。 

東部区間については、断層露頭調査等により過去の活動に関するデータが加わったものの、最新活

動に先行する活動の時期や１回のずれの量についてのデータは未だ不十分である。また、新たに設定

した西部区間については、過去の活動に関する調査・研究データに乏しいうえ、断層形状についても

不明な点が多い。本断層帯を構成する断層のうち、過去の活動についてのデータが得られていないも

のも存在する。したがって、本断層帯から発生する地震についてより詳しく評価するためには、過去

の活動履歴、特により多くの地点において活動時期、１回の活動のずれの量に関する信頼性の高いデ

ータの取得と、地下深部における断層形状をさらに明らかにすることが重要である。また、六甲・淡

路島断層帯等の隣接する活断層帯の活動との関係についても検討する必要がある。 

 

 

注 10 考古学的時代・歴史時代と暦年：暦年と考古学的時代・歴史時代との関係は、次のように扱っ

た。縄文時代後期（約４千４百年前－約３千２百年前）、縄文時代晩期（約３千２百年前－約

２千４百年前）、弥生時代（約２千４百年前－３世紀中頃）、古墳時代（３世紀中頃－７世紀

頃）、飛鳥時代（592 年－710 年）、奈良時代（710 年－794 年）、平安時代（794 年－1185 年）、

鎌倉時代（12 世紀末－1333 年）、室町時代（1336 年－1573 年）、安土桃山時代（1573 年－1603

年）、江戸時代（1603 年－1868 年） 

注 11 「変位」と「ずれ」：「変位」を一般的にわかりやすいように「ずれ」という言葉で表現してい

る。ここでは専門用語である「変位」が本文や表１の「ずれ」に対応するものであることを示

すため、両者を併記した。以下、文章の中では「変位」を用いる。なお、活断層の専門用語で

は、「変位」は切断を伴う「ずれの成分」と切断を伴わない「撓（たわ）みの成分」よりなる。 

注 12 イベントとその時代及び「活動時期」：地形・地層などの観察によって、その地点において断

層の活動した跡が時代的に分離して個々に区別し得たとき、その区別し得た活動を本評価では

イベントと呼ぶ。同一地点で複数のイベントが認められた場合には、新しい順にイベント１、

イベント２、のように呼ぶ。なおその断層帯のすべての調査地点で同じ時期のイベントが見出

されるとは限らない。イベントの認識は観察地点の位置・露頭条件によって左右されたり、あ

るいは地表の変位は不連続的にしか出現しなかったりすることがしばしばあるからである。イ

ベントの時代は、露頭におけるその位置（イベント層準）の上下にある地層の形成年代によっ

て推定することが多い。地層の形成年代は、その地層中に含まれている生物遺骸の炭素同位体

年代や考古遺物の時代などによって推定する。それらの生物遺骸や考古遺物などの試料は、古

い時代のものがその後に二次的に運び込まれて堆積した場合があり、その場合には試料の年代

は地層の形成年代よりも古い。また炭素同位体年代の場合は、試料が地層中に含まれてから後

に汚染されて地層ができた年代より新しい年代値を示すこともある。地層の形成年代を決める

にはこれらのさまざまな可能性を慎重に考慮して行うが、その時代を詳細には決められないこ

ともしばしばある。なお、本評価では上記のような調査地点で得られた各イベントの時期に基

づいて、その断層帯（あるいは調査対象としている区間）全体を代表する活動時期を認定し、

その活動の時期を断層帯の「活動１」「活動２」などと呼んだ。 

注 13 炭素同位体年代の暦年較正：炭素同位体年代（14C 年代）については、OxCal 4.4（Bronk 

Ramsey, 2009, 2021）を使用し、較正曲線として IntCal20（Reimer et al., 2020）を参照し

て暦年較正を行った。較正年代は原則として 1σの範囲の数値で示した。このうち 2,000 年前

よりも新しい年代値は世紀単位で示した。2026 年１月１日を起点として、2,000 年前よりも古

く、10,000 年前よりも新しい年代値は四捨五入して百年単位で示した。 
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図３ 生駒－高槻測線の反射法弾性波探査断面（伊藤ほか，2005

に加筆（断層名は中田ほか（2009）を参照して修正）） 
測線は図２のＡ。横：縦＝１：１。左側が北。 

図４ 茨木測線の反射法弾性波探査断面（大阪府，2003） 
測線は図２のＢ。横：縦＝１：５。 
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図５ 茨木３地点のトレンチ壁面スケッチ（寒川ほか，1996c） 
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図６ 茨木２地点のトレンチ壁面スケッチ 

南側トレンチ西側壁面（寒川・杉山，1996b） 

北側トレンチ西側壁面（寒川ほか，1996c） 
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図７ 茨木１地点のトレンチ壁面スケッチ（寒川ほか，1996cに一部加筆） 

M1～M6：粘性土，S1～S2：砂層，G1～G3：砂礫層． 

M3 層上部から縄文時代晩期の遺物を産出．M4 層からは縄文時代晩期から弥生時代にわたる遺物を産出． 
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図８ 箕面２地点の断層露頭スケッチ（谷ほか，2004） 
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図９ 箕面１地点のトレンチ壁面スケッチ（寒川ほか，1996c） 
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図 10 川西地点のトレンチ壁面スケッチ（寒川ほか，1996c） 
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図 12 有馬地点の断層露頭スケッチ（Maruyama and Lin, 2002） 
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図 13 有馬－高槻断層帯の過去の活動の時空間分布図 
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図 14 芦谷川地点のトレンチ壁面スケッチと試料分析結果（兵庫県，2004を

一部改変） 
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図 15－１ 2017 年 12 月から 5 年間の GNSS 連続観測による有馬－高槻断層帯周辺に

おける水平ひずみ分布（国土地理院作成）。スケールは 0.5×10-6。 

図 15－２ 2012年 12月から 10年間の GNSS連続観測による有馬－高槻断層帯周辺に

おける水平ひずみ分布（国土地理院作成）。スケールは１×10-6。 
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図 15－３ 1883年１月から 1994年１月までの約 100年間の測地観測による有馬－高

槻断層帯周辺における水平ひずみ分布（国土地理院作成）。スケールは

10×10-6。 
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図16－１ 有馬－高槻断層帯周辺の地震活動（気象庁作成）。 
ⅰ）震央分布図（2003年１月１日～2022年12月31日、深さ30 km 以浅、Ｍ1.0以上）。 

ⅱ）ⅰ）の領域 a 内のＡ－Ｂ投影の断面図。 

ⅲ）ⅰ）の領域 a 内のＢ－Ｃ投影の断面図。 

ⅳ）ⅰ）の領域 a 内のＭ－Ｔ図（地震活動経過図）。 

ⅰ） 

ⅲ） 

ⅱ） 
ⅳ） 

Ｃ 

Ａ 

Ａ 
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図 16－２ 有馬－高槻断層帯周辺の地震の発震機構（Ｐ波初動解による下半球投

影）と圧力軸（上）と張力軸（下）の分布（気象庁作成） 
2003 年１月 1 日～2022 年 12 月 31 日、深さ 30 km 以浅、Ｍ3.0 以上 
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図17－１ 有馬－高槻断層帯東部区間に平行及び直交する断面の震源分布図 

（防災科研 松原 誠 氏 作成）。 

有馬－高槻断層帯東部区間周辺で発生したＭ1.5以上の手動再検測済みの地震につい

て、３次元地震波速度構造（Matsubara et al., 2022）を使用して再決定した震源

分布を、Ｐ波速度構造図（Matsubara et al., 2022）上に描画している。なお、対

象とした地震は、断層帯を中心として、断層平行方向には断層長±15 km、断層直交

方向には断層長±21 kmの範囲において、2000年10月１日から2022年12月31日の期間

に発生したものとした。 
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図17－２ 有馬－高槻断層帯西部区間に平行及び直交する断面の震源分布図 

（防災科研 松原 誠 氏 作成）。 

有馬－高槻断層帯西部区間周辺で発生したＭ1.5以上の手動再検測済みの地震につい

て、３次元地震波速度構造（Matsubara et al., 2022）を使用して再決定した震源

分布を、Ｐ波速度構造図（Matsubara et al., 2022）上に描画している。なお、対

象とした地震は、断層帯を中心として、断層平行方向には断層長±15 km、断層直交

方向には断層長±８km の範囲において、2000年10月１日から2022年12月31日の期間

に発生したものとした。 
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表３ 有馬－高槻断層帯の地震発生確率及び参考指標 

項 目 数 値（注 14） 備 考 

<東部区間> 

地震後経過率 

 

今後 30 年以内の発生確率 

今後 50 年以内の発生確率 

今後 100 年以内の発生確率 

今後 300 年以内の発生確率 

 

集積確率 

 

0.2－0.4 

 

ほぼ０％－0.04％ 

ほぼ０％－0.1％ 

ほぼ０％－0.5％ 

ほぼ０％－10％ 

 

ほぼ０％－0.02％ 

発生確率及び集積確率は

地震調査研究推進本部地

震調査委員会（2001b）

参照。 

指標(1)経過年数 

指標(1)比 

指標(2) 

指標(3) 

指標(4) 

指標(5) 

ﾏｲﾅｽ１千３百年－ﾏｲﾅｽ３百年 

0.2－0.6 

ほぼ０－0.009 

ほぼ０％－0.02％ 

ほぼ０－0.002 

0.0004－0.001 

地震調査研究推進本部地

震調査委員会長期評価部

会（1999）参照。 

 

 

注 14：評価時点はすべて 2026 年 1 月 1 日現在。「ほぼ０％」は 10-3％未満の確率値を、｢ほぼ０｣は 10-5未満の数

値を示す。 

指標(1)経過年数：当該活断層があることによって大地震発生の危険率（１年間当たりに発生する回数）は最新

活動（地震発生）時期からの時間の経過とともに大きくなる（ここでは BPT 分布モデルを適

用した場合を考える。）。一方、最新活動の時期が把握されていない場合には、大地震発生の

危険率は、時間によらず一定と考えざるを得ない。（ポアソン過程を適用した場合にあた

る。）この指標は、BPT 分布モデルによる危険率が、ポアソン過程を適用した場合の危険率の

値を超えた後の経過年数である。マイナスの値は、前者が後者に達していないことを示す。

後者の危険率は１千分の１（0.001）回－２千５百分の１（0.0004）回であり、時間によらず

一定である。前者は時間とともに増加する。前者の値が後者の値に達するには今後３百年－

１千３百年を要することになる。 

指標(1)比 ：最新活動（地震発生）時期から評価時点までの経過時間をＡとし、BPT分布モデルによる危険

率がポアソン過程とした場合のそれを超えるまでの時間をＢとする。前者を後者で割った値

(A/B)。 

指標(2) ：BPT分布モデルによる場合と、ポアソン過程とした場合の評価時点での危険率の比。 

指標(3) ：評価時点での集積確率（前回の地震発生から評価時点までに地震が発生しているはずの確

率）。 

指標(4) ：評価時点以後30年以内の地震発生確率をBPT分布モデルでとりうる最大の確率の値で割った

値。 

指標(5) ：ポアソン過程を適用した場合の危険率（１年間あたりの地震発生回数）。 
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＜付録＞ 

 

有馬－高槻断層帯については、平成７年度に地質調査所（現：産業技術総合研究所）によって行わ

れた調査研究の成果などに基づいて長期評価が公開されている（地震調査研究推進本部地震調査委員

会、2001a）。その後に行われた調査及び研究成果により、断層帯を構成する断層の分布形状や活動履

歴、地下構造などに関する新たな知見が得られた。こうした知見に基づいて、有馬－高槻断層帯の評

価の一部改訂を行った。 

以下に、改訂となった主な項目について、前回の評価と今回の評価の対比表を示す。なお、新たな

知見が得られていない部分に関しては、原則、従前の評価を踏襲したものとなっていることに留意さ

れたい。また、評価に当たっては、下表に示す数値のほか、各値を求めた根拠についても改訂してい

ることに留意されるとともに、その詳細については評価文を参照されたい。 

 

有馬－高槻断層帯の評価についての新旧対比表※2 

項 目 
前回の評価 

（平成 13 年６月 13 日） 

今回の評価 

（令和８年１月１日） 

断層帯を構

成する断層 

（有馬温泉以西） 

有野－淡河（おうご）断層、柏尾谷

断層、古々山（ふるふるやま）断

層、湯槽谷（ゆぶねだに）断層 等 

（有馬温泉以東） 

六甲断層、清荒神（きよしこうじ

ん）断層、花屋敷低地帯北縁の断

層、花屋敷低地帯南縁の断層、五月

丘断層、如意谷断層、坊島断層、真

上（まかみ）断層、安威（あい）断

層、高槻－天王山間の断層 等 

 （東部区間） 

名塩断層、六甲断層、十万辻（じゅ

うまんつじ）断層、五月丘断層、坊

島断層、昆陽池（こやいけ）陥没

帯、伊丹断層、野畑断層、安威（あ

い）断層、真上（まかみ）断層、馬

場断層 

（西部区間） 

有野・淡河（おうご）断層、柏尾谷

断層、古々山（ふるふるやま）断

層、湯槽谷（ゆぶねだに）断層 

 

断層帯の位

置・形状 

地表における断層帯の位置･形状 

（東端）北緯 34°54′ 

東経 135°41′ 

長さ 約 55 km 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下における断層面の位置･形状 

一般走向 Ｎ80°Ｅ 

傾斜   高角で北傾斜 

幅    不明 

 

◎ 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

〇 

－ 

地表における断層帯の位置･形状 

（全体） 

（東端）北緯 34°53.9′ 

東経 135°41.0′ 

（西端）北緯 34°48.1′ 

東経 135°05.3′ 

長さ   約 55 km 

（東部区間） 

（東端）北緯 34°53.9′ 

東経 135°41.0′ 

（西端）北緯 34°47.9′ 

東経 135°15.3′ 

長さ   約 41 km 

一般走向 Ｎ74°Ｅ 

（西部区間） 

（東端）北緯  34°47.3′ 

東経 135°15.4′ 

（西端）北緯  34°48.1′ 

東経 135°05.3′ 

長さ   約 16 km 

一般走向 Ｎ85°Ｗ 

地下における断層面の位置･形状 

（東部区間） 

傾斜 高角で北傾斜、地表付近でほ

ぼ鉛直 

幅  15 km 程度 

 

 

〇 

 

△ 

 

△ 

 

〇 

 

◎ 

 

〇 

◎ 

 

〇 

 

△ 

 

△ 

◎ 

 

 

○ 

 

○ 
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（西部区間） 

傾斜 高角度 

幅  15 km 程度 

 

△ 

△ 

断層のずれ

の向き 

右横ずれ。上下変位を伴い、東部で

は地溝帯を形成していることが多

い。 

◎ （東部区間） 

右横ずれ断層。上下変位を伴い、東

部では地溝帯を形成していることが

多い。 

（西部区間） 

右横ずれ断層。 

 

◎ 

 

 

 

○ 

平均的な断

層のずれの

速度 

1.5ｍ／千年程度（横ずれ成分） 〇 （東部区間） 

1.5ｍ／千年程度（右横ずれ成分） 

（西部区間） 

不明 

 

○ 

 

－ 

過去の活動 活動時期１ 

1596 年慶長（文禄）伏見地震 

活動時期２ 

奈良時代以後、鎌倉時代以前 

活動時期３ 

縄文時代晩期の紀元前 1000 年頃 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

（東部区間） 

活動１（最新活動） 

1596 年の慶長（文禄）伏見地震

（トレンチ調査等に基づくと約 500

年前以後、約 400 年前以前） 

活動２（１つ前の活動） 

約１千３百年前以後、約７百年

前以前 

活動３（２つ前の活動） 

約２千８百年前（縄文時代晩

期） 

（西部区間） 

不明 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

－ 

１回のずれ

の量と平均

活動間隔 

１回のずれの量 ３ｍ程度 

 

 

平均活動間隔  １千－２千年程度 

〇 

 

 

 

〇 

１回のずれの量 

（東部区間） ３－４ｍ程度 

（西部区間） ２ｍ程度 

平均活動間隔 

（東部区間） １千－２千５百年程

度 

（西部区間） 不明 

 

△ 

△ 

 

△ 

 

－ 

過去の活動

区間 

約 33 km（宝塚－高槻）ないし約

55 km(断層帯全体) 

〇 東部区間と西部区間の２区間 ○ 

将来の活動

区間及び活

動時の地震

の規模 

活動区間  約 33 km（宝塚－高

槻）ないし約 55 km（断層帯全体） 

地震の規模 Ｍ7.5±0.5 

〇 

 

〇 

（東部区間） 

活動区間  全体で１区間 

地震の規模 Ｍ7.5 程度 

ずれの量  ３－４ｍ程度 

（西部区間） 

活動区間  全体で１区間 

地震の規模 Ｍ6.8 程度 

ずれの量  ２ｍ程度 

（東部区間と西部区間が同時に活動

する場合） 

地震の規模 Ｍ7.7 程度 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

△ 

○ 

 

 

△ 

将来の地震

発生確率等 

今後 30 年以内の発生確率 

ほぼ０％－0.02％ 

今後 50 年以内の発生確率 

ほぼ０％－0.04％ 

今後 100 年以内の発生確率 

ほぼ０％－0.2％ 

a 

（東部区間） 

今後 30 年以内の発生確率 

ほぼ０％－0.04％ 

今後 50 年以内の発生確率 

ほぼ０％－0.1％ 

今後 100 年以内の発生確率 

ｂ 
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今後 300 年以内の発生確率 

ほぼ０％－９％ 

ほぼ０％－0.5％ 

今後 300 年以内の発生確率 

ほぼ０％－10％ 

対比表に示した（◎、○、△、▲）及び（a、b、c、d）については信頼度を示す。それぞれの詳細に

ついては、注３及び注７を参照のこと。 
※2変更が生じた項目のうち、代表的なもののみ表示。 


